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J-SAILINGの発行について
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JSAF の活動の詳細はホームページをご覧ください。

http://www.jsaf .or . jp/hp/

JSAFのメンバーになれば

J-SAILINGの発行について

JSAFからのメッセージ

●
平
成
27
年
度
か
ら
J
―S
A
I
L
I
N
G
を
年
1
回
の
発
行
と
し
ま

す
。
替
わ
っ
て
、今
後
は
J
S
A
F
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
、J 

　

―

S
A
I
L
I
N
G
で
は
お
伝
え
で
き
な
か
っ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
の
発

信
に
よ
り
、セ
ー
リ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

J
S
A
F
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
ス
ポ
ン
サ
ー
各
社
の
活
動
紹
介
や
誌
面
で

お
伝
え
で
き
な
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
も
、会
員
･
非
会
員
を
問
わ
ず
広
く

セ
ー
リ
ン
グ
界
に
向
け
て
お
伝
え
し
ま
す
。
各
委
員
会
、
加
盟
団
体
･
特
別
加

盟
団
体
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
含
め
た
広
報
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
も
図
り
ま
す
。

●
「
J
S
A
F
会
員
登
録
の
更
新
、
一
人
で
も
多
く
の
セ
ー
ラ
ー
に
登
録
を
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ま
だ
J
S
A
F
会
員
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
セ
ー
ラ
ー

に
向
け
て
、
セ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
と
共
に
セ
ー
リ

ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
仲
間
と
し
て
、
ぜ
ひ
会
員
登
録
を
お
誘
い
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
セ
ー
リ
ン
グ
を
シ
ー
ム
レ
ス
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
、
デ
ィ
ン
ギ
ー
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
か
ら
大

型
艇
ま
で
、
世
代
を
超
え
て
普
及
を
目
指
し
ま
す
。

●
2
0
2
0
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
を
5

年
後
に
控
え
、
レ
ー
ス
を
支
え
る
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
延
べ
千
人
規
模
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る
講
習
会
や
海
外

派
遣
な
ど
の
事
業
費
に
つ
い
て
の
募
金
を
会
員
･
非
会
員
を
問
わ
ず
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
世
界
の
人
々
と
交
流
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
世
界
中
に

夢
と
希
望
と
感
動
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

■ジュニア・ユースにも届きます。
J-SAILING はジュニア・ユースメンバーが所属するおよそ 200 の団体にお届け
しています。各団体のご担当者の方々には、ジュニア・ユースセーラーのために
J-SAILING を活用されることをお勧めいたします。

■ PDF でも読めます。
JSAF ホームページの http://www. jsaf.or.jp/hp/j-sailing にアクセスしてく
ださい。J-SAILING の pdf バージョンが掲載されています。過去の記事を再読
したり、本誌が手元にない時にも PC があれば読むことができます。ご利用く
ださい。

■会員登録はオンラインでできます。
日本セーリング連盟の会員となるために特別の資格や条件はありません。スポー
ツとしてのセーリングを愛好し、活動されている方であれば誰でも登録するこ
とができます。登録はオンラインから可能です。http://www.jsaf.or.jp/hp/
membership/account をご覧ください。

◎メンバーズカードが発行され、公式競技参加の資格が与えられます。
◎会費の一部が傷害保険の保険料に充当され、セーリングの事故に
よる死亡、後遺障害に適用されます。
◎JSAFの会報誌「J-SAILING」が送付されます。
◎各種講習会などに参加でき、資格を取得する際の条件に適用され
ます。
◎「J-SAILING」をはじめ、所属する加盟団体からもセーリングに関
する各種行事やレース日程などの情報が提供されます。
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1 月に開催された ISAF ワールドカップ・マイアミ大会で 3 位に入った吉田・吉岡組（左）　　　

生
ま
れ
変
わ
る
I
S
A
F
ワ
ー
ル
ド
カッ
プ

I
S
A
F
（
国
際
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
）
が
主
催
す
る
セ
ー
リ
ン
グ
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
、
2
年
の
移
行
期
間
の
後
、

2
0
1
7
年
か
ら
エ
リ
ー
ト
選
手
が
参
加
す
る
大
会
へ
と
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
と
写
真
／
斎
藤
愛
子
（
J
S
A
F
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
委
員
会
）

登
場
が
待
た
れ
る 

セ
ー
リ
ン
グ
界
の
ス
タ
ー
た
ち

　

I
S
A
F
は
、セ
ー
リ
ン
グ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
残
る
た
め
に
は
メ
デ
ィ
ア
を
意
識
し
た
競

技
開
催
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
セ
ー

リ
ン
グ
の
ヒ
ー
ロ
ー
や
ヒ
ロ
イ
ン
の
誕
生
が
必

要
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
以
上
に
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
さ
せ

る
た
め
に
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
現
行
の
「
予

選
→
決
勝
」
と
い
う
誰
で
も
参
加
で
き
る
大
会

で
は
な
く
、
上
位
40
艇
の
み
が
競
う
エ
リ
ー
ト

レ
ー
ス
に
変
更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
シ
ー
ド
さ

れ
た
ラ
ン
ク
30
位
以
内
の
選
手
と
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
選
手
の
戦
い
に
な
り
ま
す
。
A
T
P

の
テ
ニ
ス
や
F
I
S
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
も

同
様
の
シ
ス
テ
ム
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
ス

ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
馴
染
み
や
す
い
形
式

に
な
る
で
し
ょ
う
。　

　

さ
ら
に
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
を
年
5

回
と
し
、
欧
州
に
偏
っ
て
い
た
開
催
地
を
世
界

全
体
に
広
げ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
セ
ア

ニ
ア
、
ア
メ
リ
カ
の
大
会
が
重
要
に
な
る
仕
組

み
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

5
戦
（
今
年
は
メ
ル
ボ
ル
ン
、
マ
イ
ア
ミ
、

イ
エ
ー
ル
、ウ
エ
イ
マ
ス
、チ
ン
タ
オ
）
を
競
っ

た
後
に
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
フ
ァ

イ
ナ
ル
（
ア
ブ
ダ
ビ
）
は
勝
者
の
20
艇
（
各
ク

ラ
ス
）
だ
け
が
集
ま
る
決
勝
大
会
で
、
そ
の
年

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
定
す
る
締
め
く
く
り
の

大
会
に
な
り
ま
す
。

2
０
１
5
年
は
移
行
の
第
一
歩　
　

参
加
枠
は
40
艇

　

2
0
1
5
年
4
月
の
イ
エ
ー
ル
（
仏
）
大

会
か
ら
参
加
枠
が
40
艇
に
制
限
さ
れ
ま
す
。
2

月
2
日
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
30
位
ま
で
に

入
っ
た
日
本
選
手
は
3
チ
ー
ム
（
4
7
0
男

女
）
の
み
。
40
位
以
内
の
選
手
は
多
数
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
選
手
は
別
に
行
わ
れ
る
予
選
大

会
で
参
加
枠
を
と
ら
ね
ば
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ

は
進
め
ま
せ
ん
。
枠
が
と
れ
れ
ば
イ
エ
ー
ル
大

会
に
参
加
、
予
選
落
ち
し
た
ら
そ
こ
で
遠
征
が

終
わ
り
ま
す
。

　

遠
征
を
続
け
る
た
め
の
機
材
の
輸
送
な
ど
を

考
え
る
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
複
雑
に
な
り
、

予
選
通
過
と
予
選
落
ち
の
い
ず
れ
に
も
対
応
で

き
る
2
つ
の
プ
ラ
ン
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
ラ
ン
キ
ン
グ
で
シ
ー
ド
さ
れ
る
選
手

も
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
参
戦
し
て
ポ
イ
ン
ト
を

稼
ぎ
続
け
な
い
と
シ
ー
ド
か
ら
落
ち
て
し
ま
い

ま
す
。
若
い
、
新
し
い
選
手
に
と
っ
て
ラ
ン
キ

ン
グ
を
上
げ
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ
参
加
す
る

と
い
う
道
は
険
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

全
体
と
し
て
は
、
エ
リ
ー
ト
大
会
、
予
選
大

会
、
ラ
ン
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
稼
ぐ
大
会
と
三

段
構
え
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
革
は
欧
州
の
選
手
に
は
不

利
と
な
り
、
そ
の
他
の
地
区
の
選
手
に
は
歓
迎

す
べ
き
変
更
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
欧

州
に
集
中
し
て
い
た
ト
ッ
プ
ラ
ン
ク
の
大
会
の

開
催
地
が
、
競
技
人
口
の
分
布
に
従
っ
て
で
は

な
く
、
五
輪
が
推
奨
す
る
五
大
陸
方
式
に
従
っ

て
分
散
す
る
か
ら
で
す
。

注
目
さ
れ
る 

江
の
島
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク

　

2
0
1
6
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
が
終

わ
る
と
、2
0
1
7
年
か
ら
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
ア
ジ
ア
地
区
大
会
を
日
本
で
開
催
す
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
エ
リ
ー
ト
選
手
が
こ
ぞ
っ

て
日
本
大
会
に
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ポ
イ

ン
ト
を
稼
ぐ
た
め
に
ア
ジ
ア
予
選
に
出
る
選
手

も
増
え
る
で
し
ょ
う
。

　

日
本
で
開
催
さ
れ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

の
つ
く
大
会
は
、
現
在
で
は
江
の
島
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク
の
み
で
す
。
同
レ
ー
ス
は
今

年
か
ら
ア
ジ
ア
サ
ー
キ
ッ
ト
の
１
つ
に
入
る
の

で
獲
得
ポ
イ
ン
ト
が
高
く
、
ポ
イ
ン
ト
を
稼
げ

る
穴
場
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
、
ア
ジ
ア
セ
ー

リ
ン
グ
連
盟
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
や
タ
イ
の
選
手

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
情
報

も
あ
り
、
海
外
の
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
は
取
材
に

関
す
る
質
問
が
日
本
に
来
て
い
ま
す
。

　

国
際
大
会
を
目
指
す
日
本
の
若
手
は
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク
が
最
初
の
ポ
イ
ン
ト
獲
得
の

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す（
今
年
は
6
月
4
日
～

7
日
開
催
）。優
勝
す
れ
ば
キ
ー
ル
ウ
ィ
ー
ク
の

勝
者
と
同
得
点
が
獲
得
で
き
る
の
で
す
か
ら
！

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
改
革
は
セ
ー
リ
ン
グ
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
残
り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
よ

り
発
展
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
東
京
五
輪
で

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
が
注
目
を
浴
び
る
た
め
に
は

ス
タ
ー
が
必
要
で
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
エ
イ
ジ
に

な
る
16
歳
か
ら
30
歳
の
皆
さ
ん
、
今
年
の
江
の

島
か
ら
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
！　
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＊ 2015 年 3 月 3 日現在のデータ

2015年度
JSAF
ナショナルチーム
選手一覧
2016 年リオデジャネイロ五輪が 1 年半後に迫ってきた。現在、
国枠が決定しているのは 470 男女と RS:X 男子の 3 クラス。
今後、その他のクラスの国枠獲得、そして各クラスの代表選手
決定など重要な試合が目白押しだ。今回、発表された 7 クラ
ス 22 人の選手がオリンピック代表の座を目指して、残された
時間でトレーニングに励む。

松永 鉄也 吉田 雄悟
マツナガ　テツヤ ヨシダ　ユウゴ

所属 : 株式会社　スリーボンドホールディングス
出身校 : 同志社大学

所属 : 株式会社　スリーボンドホールディングス
出身校 : 法政大学

470級男子 470級男子

土居 一斗　飯束 潮吹 今村 公彦八山 慎司
ドイ　カズトイイツカ　シブキ イマムラ　キミヒコハチヤマ　シンジ

所属 : アビームコンサルティング株式会社
出身校 : 日本経済大学

所属 : 株株式会社　エス・ピー・ネットワーク
出身校 : 日本経済大学

所属 : 九州旅客鉄道株式会社　
出身校 : 日本経済大学

所属 : 株式会社　エス・ピー・ネットワーク
出身校 : 福岡大学

470級男子 470級男子470級男子 470級男子

市野 直毅吉田 愛 外薗 潤平吉岡 美帆
イチノ　ナオキヨシダ　アイ ホカゾノ　ジュンペイヨシオカ　ミホ

所属 : 和歌山セーリングクラブ
出身校 : 関西学院大学

所属 : 株式会社ベネッセホールディングス
出身校 : 日本大学

所属 : 九州旅客鉄道株式会社
出身校 : 日本経済大学

所属 : 株式会社ベネッセホールディングス
出身校 : 立命館大学

470級男子 470級男子470級女子 470級女子
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山口 祥世牧野 幸雄 畑山 絵里高橋 賢次
ヤマグチ　アキヨマキノ　ユキオ ハタヤマ　エリタカハシ　ケンジ

所属 : 株式会社ノエビア
出身校 : 早稲田大学

所属 :トヨタ自動車東日本株式会社
出身校 : 立命館大学

所属 : 株式会社ノエビア
出身校 : 日本経済大学

所属 :トヨタ自動車東日本株式会社
出身校 : 関東学院大学

470級女子 470級女子

南里 研二土居 愛実 安田 真之助冨部 柚三子
ナンリ　ケンジドイ　マナミ ヤスダ　シンノスケトンベ　ユミコ

所属 : NPO 法人アルバトロスヨットクラブ
出身校 : 佐賀県立唐津西高等学校

所属 : 慶應義塾大学
出身校 : 山手学院高校

所属 : 京都府教育委員会
出身校 : 国立大学法人鹿屋体育大学

所属 : 江の島フリート
出身校 : 日本女子大学

レーザー級レーザー級レーザーラジアル級レーザーラジアル級

富澤 慎須長 由季 板庇 雄馬大西 富士子
トミザワ　マコトスナガ　ユキ イタビサシ　ユウマオオニシ　フジコ

所属 :トヨタ自動車東日本株式会社
出身校 : 関東学院大学

所属 : 株式会社ミキハウス
出身校 : 明治大学

所属 : 立命館大学
出身校 : 滋賀県立栗東高等学校

所属 : 株式会社 ホマレ電池
出身校 : 桜美林大学

RS:X級男子RS:X級女子 RS:X級男子RS:X級女子

４９er ４９er
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講
習
会
開
催
の
経
緯

　

こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ル
ー
ル
委
員
会
は
、

国
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ャ
ッ
ジ
を
対
象
に

ル
ー
ル
講
習
会
や
ジ
ャ
ッ
ジ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
の
理
解
や
ル
ー

ル
の
解
釈
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
普
及
指
導
委

員
会
と
ル
ー
ル
委
員
会
が
協
力
し
、
他
の
競

技
団
体
の
審
判
を
招
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ジ
と
し

て
の
考
え
を
磨
く
試
み
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
委
員
会
メ
デ
ィ
カ
ル

ト
レ
ー
ナ
ー
で
あ
る
江
口
典
秀
さ
ん
の
ご
支

援
を
得
て
、
２
０
１
４
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
開
幕
戦
で
日
本
人
初
の
主
審
を
務

め
ら
れ
た
Ｊ
リ
ー
グ
公
式
審
判
員
の
西
村
雄

一
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
特
別
講
習
会
を
東

京
夢
の
島
マ
リ
ー
ナ
で
開
催
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

西
村
雄
一
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

講
師
の
西
村
雄
一
さ
ん
は
、
幼
稚
園
時
代

に
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
小
中
高
と
サ
ッ
カ
ー

を
続
け
、
18
歳
で
初
め
て
４
級
審
判
の
資
格

を
取
り
、
15
年
間
で
頂
点
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
大
会
主
審
に
上
り
つ
め
、
２
０
１
０
年
の

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
主
審
を
務
め

ま
し
た
。
日
本
人
審
判
が
４
試
合
の
主
審
を

務
め
た
の
は
史
上
初
で
す
。

　

続
く
２
０
１
４
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
・
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
で
は
、
日
本
人
と

し
て
初
め
て
開
幕
戦
（
ブ
ラ
ジ
ル
対
ク
ロ
ア

チ
ア
戦
）
の
主
審
を
務
め
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
を
提
示
し
て
話
題
に
な
っ
た
こ
と
で
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

講
習
内
容

　

講
習
会
は
開
始
時
刻
前
か
ら
始
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　

早
目
に
集
ま
っ
た
聴
講
者
は
、
会
場
に
展

示
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
使
用
し
た

ボ
ー
ル
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
等
を
眺
め
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
に
見
入
り
、
写
真
を
撮
る

な
ど
し
て
、
講
習
が
始
ま
る
前
か
ら
会
場
の

雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

講
習
の
タ
イ
ト
ル
は
『
夢
と
感
動
を
与
え

る
た
め
に
』。

　

開
始
早
々
の
西
村
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん
、
こ

の
中
に
サ
ッ
カ
ー
嫌
い
な
方
は
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
？
」
と
場
を
和
ま
せ
ま
す
。
多
く

の
ジ
ョ
ー
ク
や
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
が
用

意
さ
れ
、
受
講
者
を
楽
し
ま
せ
る
数
々
の
工

夫
が
施
さ
れ
、
み
ん
な
が
西
村
さ
ん
の
話
に

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
講
演
時
間
は
お
よ
そ

1
時
間
半
で
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
セ
ー
リ

ン
グ
の
資
格
保
有
者
は
も
と
よ
り
、
指
導
者

や
選
手
に
と
っ
て
多
く
の
示
唆
に
富
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

「
審
判
の
役
割
と
行
動
」

　

な
ぜ
、
審
判
と
い
う
道
を
進
ん
だ
の
か
に

つ
い
て
、「
コ
ー
チ
を
し
て
い
た
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
試
合
で
、
ミ
ス
ジ
ャ
ッ
ジ
に
よ
っ
て

負
け
た
こ
と
が
契
機
だ
っ
た
」
と
紹
介
。
も
っ

と
選
手
の
夢
を
大
切
に
し
た
い
。
選
手
の
生

活
、
選
手
の
未
来
、
困
難
に
立
ち
向
か
う
選

手
の
夢
を
か
な
え
て
サ
ッ
カ
ー
の
感
動
を
伝

え
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
。
そ
れ
に
は
、
ゲ
ー

ム
の
中
で
「
正
し
く
状
況
を
把
握
す
る
」、「
選

手
の
感
情
を
察
知
す
る
」
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
、
十
分
な
事
前
準
備
や
練

習
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

「
審
判
の
事
前
準
備
」

　

状
況
を
正
し
く
把
握
す
る
た
め
に
は
、
選

手
が
そ
の
判
断
に
納
得
で
き
る
審
判
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
、
ボ
ー
ル
を
確
認
で
き
る
角
度
等
を

確
実
に
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
。
見
え
な
い

Jリーグ公式審判員の西村雄一さん特別講習会

夢と感動を与えるために
2 月 22 日、ＪＳＡＦルール委員会は、
ジャッジセミナーの一環として J リーグ公式審判員の西村雄一さんを講師に迎え、
特別講習会を東京夢の島マリーナで開催しました。 （川北達也／ＪＳＡＦ普及指導委員会委員長）

公式試合球を手にして熱弁をふるう西村雄一さん。この他、ユニフォーム、ワールドカップの映像などレアな展示品が聴講者の興味をひいた
　

足許に注目！　サッカーの審判員がトレー
ニングで使うバランスボードに乗って講演
する西村さん



9 J-SAILING VOL.110

場
所
で
判
断
を
し
て
は
、
仮
に
そ
れ
が
正
し

く
て
も
選
手
の
信
頼
は
得
ら
れ
な
い
し
、
選

手
の
夢
を
か
な
え
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
や
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
提
示
で
き

る
の
も
、
こ
れ
ら
の
努
力
が
あ
っ
て
、
選
手

が
納
得
で
き
る
と
い
う
了
解
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
。

　

観
客
が
魅
了
さ
れ
る
良
い
ゲ
ー
ム
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
選
手
が
最
高
の
パ
フ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

監
督
や
レ
フ
ェ
リ
ー
も
、
こ
れ
に
向
か
っ
て

お
互
い
に
努
力
し
て
一
緒
に
作
り
だ
す
、
お

互
い
の
リ
ス
ペ
ク
ト
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

「
日
々
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

　

で
は
、
審
判
は
ど
こ
ま
で
先
を
考
え
て

準
備
す
る
の
か
？　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も

年
に
よ
っ
て
ゲ
ー
ム
の
特
徴
が
異
な
る
。

２
０
１
０
年
で
は
細
か
く
パ
ス
を
つ
な
げ
る

ゲ
ー
ム
が
主
流
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
の
練
習
を
し
た
。
14
年
は
打
っ

て
変
わ
っ
て
縦
の
長
い
ロ
ン
グ
パ
ス
に
よ
っ

て
得
点
す
る
ス
ピ
ー
ド
あ
る
試
合
展
開
が
主

流
で
、
そ
れ
に
遅
れ
な
い
ス
ピ
ー
ド
が
審
判

に
も
求
め
ら
れ
た
。

　

ボ
ー
ル
の
近
く
の
集
団
だ
け
を
見
て
い
る

と
、
次
の
瞬
間
に
は
縦
パ
ス
で
形
勢
が
逆

転
、
主
審
が
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
い
け
な
く
な

る
。
そ
の
た
め
に
、
選
手
の
動
き
を
確
認
し

て
次
の
流
れ
を
ど
の
よ
う
に
予
測
す
る
か
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
求
め
ら
れ
た
。

「
リ
ス
ペ
ク
ト
」

　

聴
講
者
か
ら
の
「
利
害
関
係
人
、
た
と
え

ば
選
手
と
の
接
触
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、「
期
間
中
、

会
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
」「
選
手
の
評
価

が
下
が
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
選
手
が

審
判
に
会
う
こ
と
に
よ
る
評
価
の
低
下
を
気

遣
う
自
制
。
自
制
は
、
自
身
（
審
判
の
立
場
）

を
守
る
の
で
は
な
く
、
相
手
方
を
守
る
た
め

に
行
う
」
と
い
う
。

　

ま
た
、「
レ
フ
ェ
リ
ー
の
判
断
を
否
定
す
る

選
手
は
い
な
い
の
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、「
選

手
が
そ
う
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
自
分
の

評
価
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
な
間
合
い

を
つ
く
る
こ
と
も
、
レ
フ
ェ
リ
ー
の
技
術
」　

　

西
村
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
言
葉

だ
け
で
は
な
く
、
審
判
が
本
当
に
選
手
を
リ

ス
ペ
ク
ト
し
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」

　

西
村
さ
ん
は
、「
レ
フ
ェ
リ
ー
だ
っ
て
ミ
ス

は
あ
る
」
と
言
う
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
失

敗
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な

く
て
の
失
敗
も
あ
る
。
ど
ち
ら
が
後
悔
す
る

か
と
い
う
と
、「
あ
そ
こ
で
何
故
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
こ
と
の

方
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
ど
う
せ
な
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

「
人
と
行
動
を
分
離
」

　

い
わ
ゆ
る
フ
ァ
ー
ル
の
多
い
選
手
に
つ
い

て
は
「
ど
う
し
て
も
カ
ー
ド
が
多
く
な
る
選

手
が
中
盤
の
選
手
で
い
る
と
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
選
手
は
監
督
の
指
示
の
下
、
チ
ー
ム
の

役
割
と
し
て
相
手
の
動
き
を
止
め
て
く
れ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
指
示
な
の
で
、

そ
の
選
手
個
人
が
悪
い
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

そ
の
行
為
が
悪
い
」
と
言
い
、
選
手
に
対
し

て
は
「
性
善
説
」
で
接
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
と
い
う
。

聴
講
者
の
感
想

　

以
下
に
聴
講
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
ジ
ャ
ッ
ジ
と
し
て
、
指
導
者
と
し
て
多
く

の
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、
選
手
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
試
合
（
レ
ー
ス
）

を
選
手
と
と
も
に
良
い
も
の
に
す
る
と
い
う

考
え
方
も
ヨ
ッ
ト
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
も
選
手
、

指
導
者
、
レ
ー
ス
委
員
会
、
プ
ロ
テ
ス
ト
委

員
会
全
員
で
協
力
し
て
良
い
レ
ー
ス
を
作
る

こ
と
で
、
感
動
が
作
れ
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
し
、
そ
う
い
う
レ
ー
ス
に
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
」

　
「
非
常
に
感
動
し
ま
し
た
。
と
く
に
、
選
手

の
夢
を
か
な
え
る
こ
と
、
ま
た
リ
ス
ペ
ク
ト

が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
を
感
銘

を
持
っ
て
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
プ
ロ

の
審
判
と
し
て
不
断
の
努
力
を
さ
れ
て
お
り
、

見
習
う
こ
と
が
多
い
内
容
で
し
た
」

　
「
高
校
生
セ
ー
ラ
ー
を
見
て
い
る
私
に
と
っ

て
、
教
育
と
い
う
視
点
で
も
参
考
に
な
る
考

え
方
、
接
し
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
聴
い
た
話
を
、
一
つ
ひ
と
つ
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本

の
セ
ー
ラ
ー
の
成
長
に
貢
献
で
き
る
よ
う
し

た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

最
後
に
、
増
田
開
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ル
ー
ル
委
員

会
委
員
長
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
す
。「
す

べ
て
の
ジ
ャ
ッ
ジ
の
方
々
に
聴
い
て
ほ
し

か
っ
た
で
す
ね
。
セ
ー
リ
ン
グ
に
通
ず
る
話

が
多
く
、
と
く
に
選
手
が
裁
定
を
受
け
入
れ
、

し
か
も
満
足
す
る
か
ど
う
か
は
選
手
と
の
信

頼
関
係
が
大
切
だ
と
い
う
点
。
そ
の
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
努
力
や
準
備
が
必
要
な
の
か

を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
に
西
村
さ
ん
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
す
ご
く
上
手
か
っ
た
。
感
動
し
ま
し
た
」

講習会の後は記念写真となったが、みんな満面の笑顔

www.wattsmarine.jp 
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み
な
さ
ん
は
普
段
練
習
し
て
い
る
海
が
世

界
中
の
海
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？　

朝
マ
リ
ー
ナ
か

ら
出
て
、
夕
方
同
じ
マ
リ
ー
ナ
に
戻
る
毎
日

で
は
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
が
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
ね
。

　

ヨ
ッ
ト
は
必
要
な
装
備
と
風
さ
え
あ
れ
ば
、

ど
こ
へ
で
も
走
っ
て
行
け
る
乗
り
物
で
す
。

世
界
一
周
も
夢
で
は
な
い
の
で
す
。
実
際
に

ヨ
ッ
ト
に
は
世
界
一
周
レ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
世
界
一
周
レ
ー
ス
な
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
セ
ー
リ
ン
グ
は
、
あ
ら

ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
最
も
大
き
い
フ
ィ
ー

ル
ド
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

あ
ま
り
に
も
大
き
い
の
で
、
セ
ー
ラ
ー
は

距
離
や
速
さ
を
表
す
の
に
マ
イ
ル
や
ノ
ッ
ト

と
い
う
独
特
の
単
位
を
使
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
マ
ス
タ
ー
し
て
一
人
前
の
セ
ー
ラ
ー
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

地
球
全
体
の
７
割
を
占
め
る
海
を
、
風
と

い
う
地
球
が
生
み
出
す
力
を
使
っ
て
自
由

に
走
り
回
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
我
々
セ
ー

ラ
ー
だ
け
で
す
。
頑
張
っ
て
練
習
す
れ
ば
ヨ
ッ

ト
は
ど
ん
ど
ん
速
く
走
り
、
ど
ん
ど
ん
遠
く

ま
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

が
練
習
で
身
に
つ
け
て
い
る
技
術
や
知
識
は
、

い
ず
れ
大
海
原
に
出
て
行
く
よ
う
に
な
っ
て

も
、
ず
っ
と
役
に
立
つ
大
事
な
基
本
な
の
だ

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　

デ
ィ
ン
ギ
ー
セ
ー
リ
ン
グ
の
頂
点
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選
手
権
で
す
が
、
も
っ
と

大
き
な
ヨ
ッ
ト
で
は
世
界
一
周
レ
ー
ス
を
し

　

セ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
ま
ず

一
人
で
海
に
出
て
、
帰
っ
て
く
る
操
船
技
術

が
必
要
で
す
。

　

私
は
小
さ
い
こ
ろ
、
そ
れ
が
う
ま
く
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
時
に
は
泣
き
な
が
ら
ハ
ー

バ
ー
に
戻
り
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
解
き
、
最

後
ま
で
船
を
片
づ
け
る
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が
い
つ
の
間
に
か
競
技
に
目
覚

め
、
日
本
代
表
と
し
て
世
界
を
転
戦
し
て
回

る
よ
う
に
な
り
、
気
が
つ
け
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
檜
舞
台
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
ら
た

て
い
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
に

と
っ
て
セ
ー
リ
ン
グ
は
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
よ

り
冒
険
に
近
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
夫
婦
や
家
族
で
ゆ
っ
く
り
の
ん
び

り
と
世
界
一
周
を
し
て
い
る
人
た
ち
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
セ
ー

リ
ン
グ
は
生
活
そ
の
も
の
、
人
生
そ
の
も
の

で
す
。

　

セ
ー
リ
ン
グ
の
魅
力
は
、
知
れ
ば
知
る
ほ

ど
に
深
く
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
は
幸
運
に
も
そ
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。
た
と
え
今
の
活
動
に
辛
い
こ
と
や
苦
し

い
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
先
に
は

必
ず
大
き
な
喜
び
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
両
親
や
指
導
者
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持

を
忘
れ
ず
、
長
く
セ
ー
リ
ン
グ
を
続
け
て

世
界
へ
羽
ば
た
く
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
セ
ー

ラ
ー
へ
成
長
し
て
く
だ
さ
い
。
ヨ
ッ
ト
は
み

な
さ
ん
の
夢
が
続
く
限
り
、
何
万
マ
イ
ル
で

も
遠
く
へ
み
な
さ
ん
を
運
ん
で
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
!!

め
て
世
界
は
海
で
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。
そ
の
広
大
な
海
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
、
セ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
っ

て
自
然
と
調
和
す
る
。
こ
ん
な
楽
し
い
ス
ポ
ー

ツ
っ
て
他
に
は
な
い
よ
ね
！　

と
今
は
思
い

ま
す
。

　

私
が
経
験
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す

活
動
に
は
素
晴
ら
し
い
価
値
が
あ
り
ま
し
た

が
、
レ
ー
ス
に
参
加
す
る
だ
け
で
も
楽
し
い

し
、
プ
カ
プ
カ
浮
い
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し

い
し
、
友
達
と
話
し
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し

い
で
す
よ
ね
。

　

セ
ー
リ
ン
グ
の
楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
、
日
本
中
の
ジ
ュ
ニ
ア
、
ユ
ー
ス
セ
ー
ラ
ー

の
楽
し
い
こ
と
の
手
助
け
が
で
き
る
。
そ
れ

が
私
に
と
っ
て
の
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
ア
カ
デ

ミ
ー
で
す
。

　

今
年
度
は
北
海
道
か
ら
福
岡
ま
で
講
習
に

伺
い
、
未
来
の
セ
ー
リ
ン
グ
界
を
背
負
う
セ
ー

ラ
ー
達
と
た
く
さ
ん
の
交
流
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
日
本
全
国
の
ジ
ュ
ニ

ア
、
ユ
ー
ス
セ
ー
ラ
ー
や
彼
ら
の
活
動
を
支

援
す
る
指
導
者
の
方
々
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、

こ
の
事
業
を
通
じ
て
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

セ
ー
リ
ン
グ
の
楽
し
み
方
は
様
々
で
そ
の

価
値
は
無
限
で
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
、
ユ
ー
ス
セ
ー

ラ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
そ
れ
ぞ
れ
夢
を
抱
い
て
、

決
し
て
諦
め
ず
に
前
へ
進
み
続
け
て
ほ
し
い

と
願
い
ま
す
。

2014 年度ジュニアユースセーリング・シーマンシップアカデミー事業は
3 月 14 ～ 15 日の広島開催をもって全 14 回を終了しました。今年度を振り返り、
当アカデミーが誇るコーチ陣の中から 3 名の方にメッセージをいただきました。
我々の思いが日の丸を背負うセーラーたちと共にあり、未来に無限の可能性を持つ
ジュニア、ユースセーラーたちに届くことを願い、寄稿していただきました。

（中村公俊／ジュニアユースアカデミー委員会委員長）

無限の可能性を持つ
ジュニア、ユースセーラーたちへ

セ
ー
リ
ン
グ
の
価
値
は
無
限
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　

  

―
―
関 

一
人

地
球
が
フ
ィ
ー
ル
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
後
藤 

浩
紀

小戸で講演する榮樂洋光コーチ（左）と関一人コーチ 小戸アカデミーの轟賢二郎コーチ ★ 2015 年度の開催要項は19 ページをご覧ください★

※本事業はスポーツ振興
くじ助成を受けています
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２
０
０
９
年
に
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
終
え
た
後
、
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー

ス
ア
カ
デ
ミ
ー
委
員
長
の
中
村
公
俊
さ
ん

に
「
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
事
業
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、

コ
ー
チ
登
録
し
な
い
か
？
」
と
声
を
か
け
て

い
た
だ
い
て
、
早
く
も
６
年
が
経
過
し
ま
し

た
。「
時
間
の
流
れ
は
早
い
も
の
だ
な
ぁ
」
と

本
稿
を
書
き
な
が
ら
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
セ
ー
リ
ン
グ
を
始
め
た
時
は
、
世
界

を
経
験
し
た
セ
ー
ラ
ー
と
か
か
わ
れ
る
機
会

は
な
く
、
当
時
の
ヨ
ッ
ト
情
報
誌
を
穴
が
開

く
ほ
ど
読
み
な
が
ら
「
世
界
っ
て
こ
ん
な
感

じ
か
な
ぁ
～
」
と
想
像
し
て
い
た
こ
と
を
思

う
と
、「
今
の
子
供
た
ち
は
本
当
に
羨
ま
し
い
」

の
一
言
で
す
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
に
「
努
力
が
足
り
な
い
」

と
か
「
気
合
が
足
り
な
い
」
な
ど
と
言
い
た

い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、た
だ
「
羨
ま

し
い
」
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
機
会
を

与
え
て
下
さ
っ
て
い
る
セ
ー
リ
ン
グ
関
係
の

方
た
ち
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

今
も
昔
も
そ
う
で
す
が
、
私
は
海
が
大
好

き
で
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
す
。

こ
の
頃
は
ヨ
ッ
ト
以
外
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
こ
と
の
方
が
多
い
の
で
す
が
、「
大
の

海
好
き
」
に
な
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
は
や
は
り
セ
ー

リ
ン
グ
で
す
。

　

今
で
も
忘
れ
な
い
の
は
、
最
初
に
海
に
出

た
時
の
「
ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
感
」「
ど

う
な
る
ん
だ
、
こ
の
先
は
、
果
た
し
て
無
事

に
帰
っ
て
来
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
先
が
読

め
な
い
不
安
感
」、「
お
ぉ
！　

こ
う
す
る
と
、

こ
う
な
る
の
か
ぁ
、
と
い
う
発
見
と
感
動
」。

私
に
と
っ
て
海
と
い
う
遊
び
場
で
セ
ー
リ
ン

グ
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
一
寸
先
は
闇
じ
ゃ

な
く
て
、
光
ば
か
り
」
で
し
た
。

　

と
に
か
く
ヨ
ッ
ト
が
楽
し
く
て
、
学
校
や

仕
事
が
終
わ
る
と
急
い
で
海
に
向
か
っ
て
自

転
車
を
走
ら
せ
、
オ
ー
ニ
ン
グ
を
引
き
は
が

し
て
は
セ
ー
リ
ン
グ
を
繰
り
返
す
日
々
。
振

り
返
る
と
、
夢
中
に
な
れ
る
っ
て
こ
と
は
上

達
す
る
た
め
の
一
番
の
近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
「
ハ
マ
っ
た
ら
、
ト
コ
ト
ン
や
ろ

う
！
」
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
と
、
も
う
一
つ
。
海
に
出
る
と
不
思

議
と
「
イ
ヤ
な
こ
と
」「
ム
カ
つ
く
こ
と
」「
悲

し
い
こ
と
」
そ
れ
ら
す
べ
て
を
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
後
か
ら
思
い
出
し
て
も
あ
ま

り
た
い
し
た
事
で
は
な
い
と
思
え
て
き
ま
す
。

そ
れ
は
私
だ
け
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
（
笑
）

　

海
の
上
を
滑
走
す
る
爽
快
感
。
道
な
き
海

を
自
由
に
を
走
り
回
れ
る
感
動
。
技
能
を
競

い
頂
点
を
目
指
す
緊
張
感
。
の
ん
び
り
と
景

色
を
眺
め
る
自
然
体
。
セ
ー
リ
ン
グ
に
は
様
々

な
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
楽
し

ん
で
下
さ
い
!!

一
寸
先
は
光
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
轟 

賢
二
郎

高松アカデミーでレクチャーする後藤浩紀コーチ（右）と田畑和歌子コーチ。2人はリオ五輪の男女混合種目ナクラでリオ五輪を目指す

Gill 日本総代理店  株式会社フォーチュン
〒550-0004
大阪市西区靭本町 1-14-18 本町アセットビル 2F
TEL: 06-6445-2300  FAX: 06-6445-2310
E-mail: info@gill.jp  URL: www.gill.jp
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●
会
議
開
催
の
経
緯　

　

ち
ょ
う
ど
１
年
前
、
北
海
道
・
函
館
に
お

い
て
、「
外
洋
加
盟
団
体
長
会
議
」
は
誕
生
し

ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
外
洋
加
盟
団
体
は
一
部
を
除

き
団
体
間
の
連
携
し
た
活
動
や
交
流
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
状
態
で
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
各
専
門
委
員
会
所
属
の
全
国
各
地

の
委
員
が
参
加
す
る
「
合
同
委
員
会
会
議
」

は
今
回
で
６
回
目
と
な
り
、
技
術
系
の
議
題

を
中
心
に
ヨ
ッ
ト
に
関
す
る
様
々
な
事
が
ら

に
つ
い
て
討
議
や
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
あ

ら
ゆ
る
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
外
洋
ヨ
ッ
ト
界
の

風
通
し
が
お
お
い
に
良
く
な
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
現
場
で
活
躍
す
る
若
い
方
々

の
技
術
向
上
に
少
な
か
ら
ず
役
立
っ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
外
洋
ヨ
ッ
ト
界

を
、
植
松
眞
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
副
会
長
の
言
葉
を
借

り
れ
ば
「
透
明
性
の
あ
る
、
開
か
れ
た
環
境

に
」
す
べ
く
、
昨
年
の
合
同
委
員
会
会
議
（
函

館
）
に
合
わ
せ
、外
洋
加
盟
団
体
長
が
集
結
し
、

真
っ
白
な
銀
世
界
の
中
で
初
心
に
帰
り
、
大

い
に
関
係
者
間
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
今
後

の
外
洋
ヨ
ッ
ト
界
の
方
向
性
を
見
出
し
、
強

力
な
組
織
づ
く
り
を
実
現
す
べ
く
、「
外
洋
加

盟
団
体
長
会
議
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
組
織
図
に
は
表

現
さ
れ
な
い
会
議
で
は
あ
り
ま
す
が
、
構
成

す
る
の
は
外
洋
加
盟
団
体
長
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
外

洋
系
理
事
及
び
外
洋
専
門
委
員
会
委
員
長
な

の
で
、
外
洋
系
に
特
化
し
た
課
題
に
つ
い
て

は
、
こ
の
会
議
で
大
い
に
議
論
し
、
方
針
等

を
決
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
外
洋
系
に
「
特
化
」
と
は
い
い
な
が
ら
、

こ
の
会
議
で
決
定
し
た
内
容
が
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
全

体
に
影
響
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
外
洋
系
理
事
か
ら
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
理
事
会
に

提
案
、
調
整
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
外
洋
加
盟
団
体
長
会
議

　

会
議
の
概
略
と
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
を
報
告

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

外
洋
加
盟
団
体
長
会
議
は
１
月
31
日
午
前

９
時
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
事
務
担
当
者
も
同
席
し
、
ま
ず

は
事
務
的
な
事
項
や
団
体
の
活
動
に
有
益
な

左
記
の
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。

（
１
）
登
録
艇
情
報
の
開
示
に
関
す
る
こ
と

（
２
）
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
が
新
し
く
変
わ
る

こ
と
に
つ
い
て
の
説
明

（
３
）
団
体
が
レ
ー
ス
を
主
催
す
る
上
で
の
安

全
・
危
機
管
理
の
立
場
か
ら
見
た
要
注
意
点 

　

の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

と
く
に
（
３
）
に
つ
い
て
は
、
各
団
体
が

主
催
の
意
味
を
再
確
認
し
、
主
催
者
責
任
に

つ
い
て
は
充
分
認
識
し
た
上
で
レ
ー
ス
運
営

に
当
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
あ
え
て
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
本
年
以
降
の
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
昨
年
来
、
外
洋
艇
推
進
グ
ル
ー

プ
内
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て

協
議
を
重
ね
、
取
り
ま
と
め
た
内
容
を
提
案

し
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
の
大
き
な
改
正
点
は
、

（
１
）
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
主
催
と
す
る
こ
と

（
２
）
参
加
艇
の
対
象
を
30
～
60 

ft
と
す
る

（
３
）
４
月
末
時
点
で
参
加
艇
数
が
規
定
（
10

艇
以
上
）
に
達
し
な
い
場
合
、
そ
の
年
は

開
催
せ
ず
、
開
催
場
所
も
次
に
移
動
す
る

（
２
０
１
５
は
東
海
で
開
催
、
次
は
関
西
、
そ

し
て
関
東
）

　

と
い
う
も
の
で
す
。

　

と
く
に
（
２
）
に
つ
い
て
は
幅
広
い
た
く

さ
ん
の
艇
で
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
を
競
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
レ
ポ
ー
ト
を
お
読
み
に
な
っ
た
方
で

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
外
洋
加
盟
団
体
で
異
な
る
会
費

の
統
一
化
、
特
別
加
盟
団
体
と
の
交
流
方
法

密度の高い３日間
外洋長崎会議

レポート／坂谷定生（JSAF 常務理事）

1 月 31 日と 2 月 1 日、
長崎市で「外洋加盟団体長会議」と「合同委員会会議」の
外洋系の２つの重要な会議が開催された。
これらの会議が開催さるようになった経緯、
そしてその内容をご報告する。

語り、飲み、議論の 3 日間。充実した長崎会議だった
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等
の
協
議
が
な
さ
れ
、
予
定
の
３
時
間
を
超

え
る
熱
心
な
討
議
を
終
え
、
閉
会
し
ま
し
た
。

●
合
同
委
員
会
会
議

　

一
方
、
合
同
委
員
会
会
議
は
同
日
午
後
１

時
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
各
専
門
委
員
会
か
ら
関
係
事
項

の
報
告
や
課
題
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

大
い
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
レ
ー
ス
委
員
会
外
洋
小
委
員
会
か
ら

は
、
レ
ー
ス
オ
フ
ィ
サ
ー
制
度
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ

公
認
後
援
審
査
に
か
か
わ
る
問
題
点
、
ジ
ャ

パ
ン
カ
ッ
プ
に
関
す
る
こ
と
、
外
洋
レ
ー
ス

主
催
で
の
注
意
点
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ル
ー
ル
委
員
会
外
洋
規
則
小
委
員
会
か
ら

は
Ｒ
Ｒ
Ｓ
改
正
に
関
す
る
こ
と
、
外
洋
安

全
委
員
会
か
ら
は
無
線
局
（
４
月
１
日
以

降
無
線
局
加
入
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
な
く
な

り
ま
す
）、
Ｐ
Ｌ
Ｂ
（Personal Locator 

beacon

）、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ-

Ｏ
Ｓ
Ｒ
の
件
に
つ
い

て
の
説
明
や
事
故
の
事
例
を
参
考
に
し
た
安

全
へ
の
心
が
ま
え
の
指
導
、
安
全
講
習
会
な

ど
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

　

外
洋
計
測
委
員
会
か
ら
は
Ｉ
Ｒ
Ｃ
と
Ｏ
Ｒ

Ｃ
の
関
係
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
規
則
の
変
更
、
セ
ー
ル

メ
ジ
ャ
ラ
ー
に
関
す
る
こ
と
等
の
説
明
、
国

際
委
員
会
か
ら
は
国
際
会
議
へ
の
委
員
の
派

遣
状
況
、
世
界
の
採
用
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
状

況
と
日
本
へ
の
影
響
等
の
報
告
、
ま
た
キ
ー

ル
ボ
ー
ト
強
化
委
員
会
か
ら
は
日
中
韓
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
セ
ー
リ
ン
グ
レ
ガ
ッ
タ
の
開
催

に
向
け
た
状
況
報
告
と
協
力
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
協
会
か
ら
活
動
の

紹
介
と
関
係
事
業
へ
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

熱
い
熱
い
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら

喝
さ
い
を
浴
び
て
午
後
４
時
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
恒
例
の
懇
親
会
が
長
崎
県
外
洋

帆
走
協
会
の
お
世
話
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
参

加
者
全
員
が
語
り
あ
い
、
交
友
を
図
り
ま
し

た
。

●
2
日
＋
1
日
の
会
期

　

翌
日
の
２
月
１
日
は
合
同
委
員
会
会
議
に

付
随
し
て
午
前
９
時
か
ら
「
レ
ー
ス
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
前
日

の
疲
れ
も
見
せ
ず
引
き
続
き
多
く
の
参
加
が

あ
り
、
レ
ー
ス
委
員
会
外
洋
小
委
員
会
三
浦

信
郎
委
員
長
が
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
教
材
は
レ
ー
ス
を
主
催

す
る
上
で
の
基
本
的
な
考
え
方
や
作
業
内
容
、

行
動
を
体
系
化
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
内

容
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と
し
た

レ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
最
大
の
目
的
に
し
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
い
解
説
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
を
主
催
す
る
加
盟
団
体
に
と
っ
て

は
大
い
に
役
立
つ
内
容
で
、
得
る
も
の
が
多

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
1
日
午
後
に
は
会
場
を
長
崎
サ
ン

セ
ッ
ト
マ
リ
ー
ナ
に
移
し
、
長
崎
県
外
洋
帆

走
協
会
主
催
の
安
全
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、

大
坪
明
外
洋
安
全
委
員
長
に
よ
る
落
水
し
な

い
た
め
の
講
演
が
あ
り
、
地
元
の
セ
ー
ラ
ー

を
中
心
に
約
50
名
が
２
時
間
余
り
の
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

午
前
、
午
後
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
こ

の
種
の
研
修
会
は
毎
年
合
同
委
員
会
会
議
に

付
随
す
る
形
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
前
日
の
１
月
30
日
に
は
計
測

の
講
習
会
（
実
測
及
び
机
上
）
も
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

会
議
の
会
期
は
２
日
間
で
す
が
、
合
同
委

員
会
会
議
は
実
質
的
に
は
３
日
間
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
非
常
に
密
度
の
高
い
、
参
加
者

に
は
様
々
な
情
報
が
得
ら
れ
た
会
議
で
あ
っ

た
と
言
え
ま
す
。 

　

今
後
も
こ
の
２
つ
の
会
議
は
内
容
を
充
実

さ
せ
、
連
携
し
な
が
ら
続
き
、
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
努
力
に
よ
っ
て
外
洋
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

界
は
さ
ら
な
る
成
長
を
続
け
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。　

　

語り、飲み、議論の 3 日間。充実した長崎会議だった
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まの方がよい結果が得られている。逆に、スピンシートを引いてカール
を取ると図中の②程度に推進力は低下する。なお、波浪中で船がロー
リングしているときは風洞試験のように安定してラフをカールさせるの
は難しいかもしれないが、とにかくスピンシートはできるだけ出すのが
良いようである。一方、ポール先端が高い④の場合は、スピネカーのラ
フがカールしなくても推進力は大きいが、やはり全般にカールした方が
安定して高い値となっている。またスピンポール角度は、風向（相対風
向）に対して直角よりも 10°～ 15°程度風上へ引いた方が良いようであ
る。これは結果としてスピンシートを出すことになり、ラフがカールす
るとともに、スピネカーとメインセールの間隔を広げる効果があるため
と考えられる（上部からの画像参照）。

8-8　スピントリムについてのまとめ
　相対風向 90°以外の例として、相対風向 120°の場合の結果、ならび
にこれらの風洞実験時の動画を別途 JSAF のホームページに掲載する
ので参照いただきたい。（URL は下記参照）
　これらの結果からスピントリムについてまとめると以下のようである。

（１）スピネカーのラフが、カールして安定した方が推進力が高い場合
が多い。カールしない程度までスピンシートを引くと、多くの場合推進
力が低下する。考えられる理由は以下のとおりである。
●メインセールやジブの場合に比べて、スピネカーのラフは薄いエッジ
状の前縁である。このためセール背面の流れが剥離しやすく、性能が悪
くなりやすい。これに対してラフがカールした場合は、丸みのある前縁
となるため剥離しにくくなる。特にカールが流れによって自動的にでき
た場合は流れに沿った形になるため、流体力学的にはより好ましい断面
形状になるものと考えられる。（なお、カールして安定するのは、470
級のスピネカーの肩が張っているためと考えられる。クルーザーのスピ
ネカーの場合は難しいようである。）
●ラフがカールする程度までスピンシートを出すことによって、スピネ
カーのリーチ側（後縁）がメインセールから離れる。これによってスムー
ズな流れにすることができる。実験結果より、とにかくセールの間隔を
広げることが有効であることがわかった。

（２）スピンポールは風に直角であるよりも、10°～ 15°程度風上側へ引

いた方がよい。これは上記のスピンシートを出す効果に関連するものと
考えられる。

（３）スピンポールの先端は高くし、タックとクルーの高さを同じにし
た方がよい。スピンポールを高くする効果の一つは、スピネカーをより
遠くへ展開するところにあると考えられる。なお、相対風向が 150°と
かなりランニングに近くなった場合はラフをカールさせる効果もあまり
ないので」、ポールの先端を低くしてセールの投影面積が大きくなるよ
うにした方がよい。

8-9　風洞試験データの適用にあたって注意しなければならない点
　図 8-6 の中の②と③の間や④と⑤の間などで、Cx のグラフが大きく
低下している部分がある。実はこの直前でスピンシートを引いているの
だが、スピネカーの形状変化はごくわずかである（この様子は、上記の
動画で見ることができる）。それにもかかわらずこのような大きな値の
変化（30% 程度の低下）が現れるのは、セール表面の流れの様相が変わっ
てしまい、剥離の影響が実際よりも大きく出たためではないかと考えて
いる。セールの風洞試験は（もっと大型の風洞を用いても）実は流体力
学的に厄介な領域に入っており、模型と実船では流れの様相が異なって
いる可能性がある。近年、実船レベルで実際のセールを用いた圧力分布
計測 [1] が行われるようになり、特に前縁（ラフ）近くにおいて模型セー
ルとの違いが指摘されるようになってきている。
　ただ、それでは風洞試験が全く無意味かと言えばそうでもなく、上記
のようなラフ近くの流れに由来する急な剥離現象を避ければ、全体的な
形状と力の関係を見る上では有効な手段と考えられる。また、現状では
セールの性能を明らかにするためには風洞試験によらざるを得ないのも
事実である。したがって、このような問題点が含まれていることを念頭
に、ここに示した結果を参照いただければ幸いである。なお、本実験と
数値計算の実施にあたり、ノースセール・ジャパン社、ならびに田原裕
介氏、原靜男氏らのご協力を頂きました。ここに深甚の謝意を表します。

（次稿からは Web　J-SAILING で随時、掲載いたします）

https://www.youtube.com/watch?v=8uHJd7KS13w&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=_9g_FvufOSw

図 8-７ ①と④のトリム状態におけるクリップ画像（相対風向 90°）

参考文献
[1] VIOLA, I. M. and FLAY, R. G., “Sail Aerodynamics: On-Water Pressure 
Measurements on a Downwind Sail,” Journal of Ship Research, SNAME, 
Vol.56, No.4, 197-206, 2012.

①スピンポール低・角度 80° ④スピンポール高・角度 80°
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８　「メインセール＋スピネカー」の性能（つづき）

8-6　ジブの有無による性能の違い
　前レポート（本誌 109号）の図 8-4 に、揚力係数CL、抗力係数CD、ヨー
モーメント係数CMz の変化を示した。これを船体の前後方向と横方向
に分解した、推進力係数CX と横押力係数CY で表したものを図 8-5 に
示す。横軸は船体中心線と風向とのなす角度（風洞試験では、真風向＝
相対風向）である。推進力係数は風向 140°付近で最大となり、このと
き横押力係数はほぼゼロになることがわかる。なお、これは係数として
の大きさであることに注意いただきたい。実際の力はこれに相対風速の
自乗を掛けたものに比例するので、どの方向に走ると相対風速が大きく
なるかを常に考える必要がある。
　ところで、スピネカーを展開している時、ジブは効果があるのだろ
うか？　図中において中実の点はジブがある場合、中空の点はジブがな
い場合の結果である。（なお、係数化にあたっては同じセール面積（メ
インセール＋スピネカー）を用いているので、そのまま性能の違いを表
している）。推進力係数CX から見ると、相対風向 105°以上ではジブが
ない方がCX が大きいことがわかる。すなわち、ジブは相対風向 105°
程度までは効果があるが、それ以上の追い風になると邪魔でしかないこ
とがわかる。相対風向 135°では実に 15％近くの推進力減少となってい
る。この領域ではジブシートはたるみ、ジブは遊んでいる状態になる。
結果として、スピネカーへの流れを邪魔することになっているので、ジ
ブを絞るなどの何らかの対策をとった方がよいのではないかと考えられ
る。

8-7　スピントリムの連続変化による性能の違い
　スピネカーのトリムを連続的に変えながらロードセル出力を記録し、
どのようなトリムの時に推進力（X 力）が最大になるかを探った。相対
風向で 75°から 150°の範囲について実験を行ったが、ここでは、90°の
場合について示す。90°は上マークからサイドマークへ向うクォーター
リーの場合の、相対風向に対応する状態と考えられる。スピネカーのト
リムは、スピンポール先端の位置の変化とスピンシートの出し入れに
よって行っている。なおこの間、メインセールとジブのトリムは変化さ
せていない。
　相対風向 90°の場合の、スピネカーのトリムを変化させながら測定し
たロードセル出力を図 8-6 に、この内で良いと考えられるトリム状態の
クリップ画像の例を図 8-7 に示す。図 8-6 において、上の曲線が推進力

（X）を表し、真中がヨーモーメント（Mz）、下が横押力（Y）を表し
ている。スピンポールは、ほぼ水平にセットした場合を“低”、通常の
高めにセットした場合を“高”と表している。また、風向に対してスピ
ンポールの角度を 70°（風上へ 20°）から 90°（真横）の範囲にセット
して、スピンシートを連続的に出し入れしてロードセルの変化を記録し
た。また、この時のセール形状を 3 方向から動画撮影した。これらを一
つの画面に表示したものが図 8-11 である。
　図中の①～⑥の番号は、各々のスピンポール先端位置の調整に対応し
ている。①、②はスピンポールが低い状態、③～⑥は高い状態でスピン
シートをトリムしている。また、各々の状態におけるCX の平均値を図
中の枠内に示すとともに、右表に測定値の一覧表を示す。これらの内で
CX の平均値が高い①と④の状態のクリップ画像を図 8-7 に示している。
スピンポールの角度はともに80°（風上へ10°）にセットしているが、ポー
ル先端の高さによってスピネカーの肩の張り方がかなり異なることがわ
かる（船首側からの画像参照）。
　一般にポール先端は高めにセットする方がよいとされているが、①の
低い場合でもスピネカーのラフがカールするまでスピンシートを十分
に出してやれば高い推進力が得られている。470 級のスピネカーは肩が
張っていることもあって、図に見られるくらいラフをカールさせても（風
洞試験では）安定している。よく、ラフがピラピラする程度が良いと言
われているが、この場合はピラピラを通り越して図のように丸まったま

レポート／金沢工業大学　増山　豊

「どうすれば速く走れるか」はセーラーの永遠のテーマである。学術的な側面からそのテーマを探求したレポートを掲載する。
頭をクリアにして、お読みいただきたい。（編集部）

図 8-6 スピネカーのトリムを変化させながら測定したロードセル出力（相対風向 90°）

こうすれば速くなる（かも）！
470級の帆走性能を科学する❼

図 8-1　タフト法による表面流れの可視化と計算結果の比較（風向 90°）図 8-5 ジブの有無によるスピンランの性能の違い
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N O T I C E  B O A R D
ノーティスボード

　ジャパンインターナショナルボートショー 2015 が
3 月5日～ 8 日、神奈川県横浜市のパシフィコ横浜、
横浜ベイサイドマリーナで開催されました。
　JSAF はパシフィコ横浜会場の2カ所にブースを出
展しました。
　ひとつは会員勧誘、各種問い合わせ対応、ルールブッ
クやオリジナルグッズ販売などを行うブースです。こ
こではアテネオリンピック 470級女子ゴールドメダリ
スト、ソフィア・ベカストロウが製作した 470トレー
ニングビデオも販売。クルーザーセーラーも購入する
など、反応はまずまずでした。
　もうひとつは、ボートショー主催者の（一社）日本マ
リン事業協会の協力の下で実現したJSAF主催、JOC
後援の JSAF 特別企画コーナー「オリンピック・パラ

リンピック ヨット競技応援プロジェクト」ブースです。
　ここでは、五輪種目のなかでも華やかな 49erFX の
実艇を展示し、壁面にはオリンピック、パラリンピック
のパネルを掲示し、オリンピック、パラリンピック関連
情報を発信しました。
　49erFX にはハーネスをつけたマネキンにトラピー
ズさせ、ジェネカーに送風機で風を送り込むと、来場
者の注目度はぐっとアップ。ヨットを背景に記念写真を
撮る家族連れが出るほどでした。
　一方、特別企画の一環として、2014 アジア・パラ
競技大会銀メダリストの山本真也・北川真理組による
トークショーを 3 月 7 日に行いました。
　トークショーの司会は女子プロレスラーの宝城カイ
リさん。なぜ、女子プロレスラーが？　 と思われるでしょ

うが、宝城さんは高校、大学とヨット部に所属していた
セーラー。今も機会があればヨットに乗りたいと思っ
ており、今回、快く司会を引き受けてくれました。
　トークショーでは、アジアパラ競技大会のレースの
様子、ロンドンパラリンピックの悔しかった話、2016
リオにかける思い、2020 東京パラ競技大会でセーリ
ングが外れたことを受けた水津岳太郎監督の決意など
様々な話題が登場しました。
　また、山本・北川組は 2014 年 MJC マリン大賞

（MJC=マリンジャーナリストコンファレンスがマリン
関係で著しい活躍をした人や団体を表彰するもの）を受
賞し、トークショーに続いて行われた表彰式にも登場、
この日は障害者セーリングをアピールする絶好の機会
となりました。
　

JSAFも出展
ジャパンインターナショナル
ボートショー2015

海賊レスラーの異名をとる宝城
カイリさん。49erFXブースで

トークショーの様子。左から宝城カイリさん。水津
岳太郎監督、山本真也さん、北川真理さん

ブースに展示された 49erFX

写真左：ブースでデモ映
像を流す 470 トレーニ
ングビデオ
写真右：大型セールボー
トが海上展示された横浜
ベイサイドマリーナ会場
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平成27年度ジュニアユースセーリング・シーマンシップ
アカデミー実施要項
１．主　催　　JSAF ジュニアユースアカデミー委員会
　　　　　　　（※スポーツ振興くじ助成申請中）　　　
　
２．目　的　　優秀な指導者（オリンピック経験者やナ
　　　　　　　ショナルチーム経験者）を全国のジュニ
　　　　　　　ア・ユース対象のスクール等に派遣し、
　　　　　　　技術指導や講演を行うことで、海洋国家
　　　　　　　日本にふさわしいシーマンの育成を図る。

３．内　容　　シーマンシップの啓発を目的として、ア
　　　　　　　カデミー講師に登録している指導者（オ
　　　　　　　リンピック経験者、ナショナルチーム経
　　　　　　　験者）を講師として派遣します。基本的
　　　　　　　な技術力の向上と併せてシーマンとし
　　　　　　　て必要な知識と考え方を学ぶ機会として
　　　　　　　ご活用ください。

４．期　間　　平成 27年4月18 日（土）～平成 28 年
　　　　　　　3月6日（日）　

５． 回　数　　全15回（2日間/1回）を予定しています。

６．対　象　　①ジュニア・ユースクラブの活動
              　 ②都道府県連が行うジュニア・ユース    
　　　　　　　対象の活動
　　　　　　　③ジュニア・ユースが参加できる講演
　　　　　　　④その他ジュニア・ユースが対象の活動

７．指導者　　オリンピック経験者またはナショナル

　　　　　　　チーム経験者（コーチ含む）　
　　　　　　　1回につき、1、2名の指導者を派遣する。

８．費　用　　指導者派遣に要する交通費、謝金、宿泊
　　　　　　　費等は JSAF が負担します。

９．申込み　　申込み書に必要事項を記入の上、FAX
　　　　　　　かメールでお申し込みください。指導
　　　　　　　者の派遣を調整しますが、ご希望の日程
　　　　　　　で派遣できないこともありますので、予
　　　　　　　めご了承ください。

10．申込み先　  JSAFジュニアユースアカデミー委員会
　                 事務局
　　　　　　　TEL　03-3481-2358
　　　　　　　FAX　03-3481-0414
　　　　　　　担当　　中村　090- 6419-4632　　
　　　　　　　kai10-3saki@ab.auone-net.jp
　　　　　　　　　　　青　 山　090-4722-3083　　   
　　　　　　　　yachties@extra.ocn.ne.jp
　　　　　　　　　　　川上  （JSAF事務局）　
    　　　　　　kawakami@jsaf.or.jp　　

11．お願い　　実施団体には、事務手続きについてご
　　　　　　　協力をお願いします
　　　　　　　①開催要項、参加者名簿の作成　
　　　　　　　②コーチボートの準備　
　　　　　　　③会場の確保　
　　　　　　　④受講生の傷害保険加入「未加入の場合」

日本航空の
「次世代選手支援プログラム」

　日本航空（JAL）の各競技団体次世代選手育成・支援
を目的とした「JALネクストアスリート・マイルプロ
ジェクト」の対象団体にセーリング競技が選ばれ、2 カ
月が経過しました。
　JSAF メンバーの理解を得て、2 月25日時点で 22
人の方から18万8千マイルのご寄付をいただきました。
厚く御礼申しあげます。
　「JAL ネクストアスリート・マイルプロジェクト」は挑
戦を続ける次世代アスリートを応援するプロジェクトです。
　みなさんが持つ JAL のマイルを競技団体へ贈り、贈
られたマイルと同額を JAL が加算し、競技団体へ補助
し、その費用が遠征、合宿等に活用される仕組みです。
　みなさんのマイルが、世界へ挑む次世代選手のチカ
ラになることをご理解下さい。
　JSAF ホームページトップの「JAL ネクストアスリー
ト・マイルプロジェクト」バナーから JAL のプロジェ
クトページに飛ぶと、申し込むことができます。
　詳しくは下記をご覧ください。
http://www.jal.co.jp/jalmile/use/next-athlete/

　1月24日（土）に開催された全国代表者会議において
平成 26年度の JSAF 定期表彰式が行われました。
　永年にわたり、加盟団体の役員としてセーリングス
ポーツの振興と発展に貢献された方々、指導者として尽
力された方々に対し、河野博文会長から祝辞があり、続
いて表彰状が贈呈されました。
　受賞者を代表して結城 威氏から謝辞があり、会議参
加者の祝福のなかで表彰式が行われました。受賞者は下
記の方々です。（JSAF 総務委員会）
●功労賞（3 名）　稲葉文則氏、前田彰氏、結城威氏
●功績賞（2 名）　谷伸明氏、中根健二郎氏　　　　
●優秀指導者賞（2 名）　滝川宗一氏、内藤武夫氏

JSAF 定期表彰

　米澤一 前顧問は、昭和 54 年から日本ヨット協会の
理事、昭和 61 年から理事長、その後副会長と要職を務
められ、日本セーリング連盟でも顧問として後輩の指導
に当たられました。また、ヨット関係 OB 会のヨット
マンクラブの会長をされていました。
　バッジテスト制度やルール委員会のジャッジ制度の創
設、また JYA と NORC 統合に大きく貢献されました。

　一方、日本体育協会の評議員・理事さらには常務理事、
さらにスペシャルオリンピックスの理事など、日本のス
ポーツ界に幅広く寄与されました。
　
　享年 84、突然の訃報で悲しみに耐えません。心より
ご冥福をお祈り申し上げます。合掌

（JSAF 総務委員会）

訃報　米澤一 前 JSAF 顧問が 3 月 6 日、逝去されました
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Me�age巻頭でもお伝えしているように2015年度から
J-SAILINGは年度1回の刊行となります。1999年
4月旧日本ヨット協会と旧日本外洋帆走協会が統
合され、J-SAILINGが創刊されました。2005年の
誌面リニューアルからは編集長としてJ-SAILING
に関わって参りました。あれから10年……デジタル
の普及によって情報流通が一変、昨年はホームペ
ージの大幅なリニューアルを敢行しました。振り返る

3月5日～8日にかけて開催されたインターナショナルボ
ートショーで、JSAFはJOC後援の下、 特別企画コー
ナー「オリンピック・パラリンピック ヨット競技応援プロ
ジェクト」ブースを出展、49erFXを飾り、来場者の注目
を集めました。（撮影／濱谷幸江）

リオデジャネイロ選手強化 協賛社

環境キャンペーン 協賛社 外洋キャンペーン 協賛社

NO.110

と感慨深いものです。これからはオンラインを基盤
に、会員・スポンサー・連盟一体となるコミュニティの
強化を図って参りますので、引き続きご支援のほど、
よろしくお願い申し上げます。再び、あれから10年
……齢も重ねて身体も鈍ってきましたが、時勢に懸
命にアダプトしております。
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平成26年度賛助会員

東京夢の島マリーナ
スバル興業（株）

マリンサービス児嶋

関西ヨットクラブ

ラジエ工業(株)

　　　　　（柳澤康信／広報委員会委員長  J-SAILING 編集長）

株式会社 宅配
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